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１．研究計画の概要 

日本の伝統的茶室は四畳半一間の閉鎖空
間でありながら、我々の五感を極限まで増幅
する事により、無限に広がる自然世界的な空
間認識を可能にする。この茶室における感覚
の増幅性を踏まえ、本研究では閉鎖空間から
の開放性知覚の創発のためのデジタル茶室
の創出を目的とする。  

 

２．研究の進捗状況 

 平成 20 年度においては、デジタル茶室の
大まかな仕様の決定、花鳥風月のための大ま
かなコンテンツの方向性の決定のための予
備実験等を念頭に研究を進めた。このために
蝶・魚等の人工生命体のモックアップを数点
造形し、それがデジタル茶室によって表現さ
れた際にどのような効果が期待されるか、見
通しをつけた。また、映像やセンサ入力に対
して凹凸変形する表面を駆動するための数
百本とあるシリンダを制御するためのデジ
タル IO インターフェースの実装を試みた。
投影表面の大変形実現のための設計論構築
は次年度以降の課題として残されたが、円柱
状に凹凸変形のための駆動シリンダを配置
する際に、変形部位同士が互いに干渉しない
ための設計を行った。 

 平成 21 年度においては、茶室における凹
凸運動と CG の茶室表面への投影を両立させ
るための技術として、LED とシリンダを組み
合わせる事によって、表面を凹凸変形させる
事が可能な CG ディスプレイの試作実装を行
った。また、デジタル茶室にふさわしいコン
テンツ創造およびデジタル茶室の文化的意
義に関する議論の場として、東京都現代美術
館にて『日本的電脳空間の創出』～電脳茶室
と新伝統 CG～（平成 22 年 2 月 27 日）を開

催した。 

 平成 22 年度においては、表面が凹凸変形
する CG ディスプレイの制作における、大型
実機の制作予定であったが、アクチュエータ
にバイオメタルファイバーを使用すること
による画像表示とディスプレイ表面の凹凸
動作の実現に新たな可能性を発見し、検討・
調査・実験を行うこととなった。これは従来
の直動型シリンダを用いた手法と並行して
研究を進める予定である。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）CG 映像に応じて反応し凹凸駆動す
るスクリーンに関する基本的な設計・試作お
よび、デジタル茶室空間を構築する花鳥風月
的映像コンテンツ制作に関する試作実験に
ついては順調に進捗している。 

茶室空間創出のための大型実装機制作につ
いては、やや進捗が遅れている部分であるが、
アクチュエータにバイオメタルファイバー
を使用する新機構の検討等により、今後の大
きな進捗が期待できる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
デジタル茶室空間の創出に向け、以下の研究
を推進する。 
(1) 茶室空間創出のための大型機制作 

ホスト PC から制御可能な制御機構を実
装する。また映像投影表面の大型変形を
実現するアクチュエータの策定と設計・
実装を行う。これまでの直動型のシリン
ダによる設計・実装および、新規に可能
性を発見したバイオメタルファイバーを
使用するタイプの設計・実装し、比較検
討を行う。 
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(2) 投影表示映像に関する検討・実験 
視認距離・解像度に関して、映像投影表
面にブラー効果を取り入れる事により、
「閉鎖空間からの開放性知覚」を起こす
事を可能とするために十分な CG 映像の
投影表示を実現する。  

(3) 花鳥風月的 CG空間創出に関する実験・検
討 
滑らかかつ幽玄な映像投影表示表面の変
形のための制御方法を検討する。また、
日本の伝統に根差した花鳥風月的な情感
の喚起を実現するための効率的コンテン
ツを検討する。            

 
５. 代表的な研究成果 
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